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TEL ¢ 0256-73-3356

mail : ward-csw.nsk@syakyo-niigatacity.or.jp




	令和８年度西蒲区おれんじフォーラム 第２弾
	認知症の方が暮らしやすい地域とは
	～私たちでつくる共生社会～
	このフォーラムでは、認知症について正しく理解し、認知症の本人やご家族が、住み慣れた地域で安心して暮らしていくために、私たち一人ひとりにできることを一緒に考えます
	認知症本人大使「希望大使」
	丹野　智文　氏
	脳科学者・学術博士
	恩蔵　絢子　氏
	福祉ジャーナリスト
	町永　俊雄　氏
	会場:巻文化会館
	申込締切:1月29日（金）

	令和9年2月14日（日）
	13:30～16:30（13:00開場）
	参加費:無料定員:500名
	手話通訳・要約筆記あり
	【プログラム】
	第1部　講演　「地域で暮らし続けるための備え」
	認知症本人大使　丹野智文　氏

	第2部　講演　「脳科学者が経験した家族介護」
	脳科学者・学術博士　恩蔵絢子　氏

	第3部　講演　「改めて『認知症とともに生きる』を捉え直す」
	福祉ジャーナリスト　町永俊雄　氏

	第4部　トークセッション
	　　　　「認知症の方が暮らしやすい地域とは～私たちでつくる共生社会～」

	主催：西蒲区おれんじ実行委員会
	【講師プロフィール】
	【参加申込書】
	申込締切　令和9年1月29日（金）
	参加者名
	電話番号
	電話　0256-73-3356
	FAX　 0256-72-3133
	電話・FAXまたは2次元コードで申込みください



	お問い合わせ・お申込み　　　　TEL： 0256-73-3356
	西蒲区社会福祉協議会　  　　　 mail： ward-csw.nsk@syakyo-niigatacity.or.jp


